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川崎エコタウンとは…

川崎生态城构想的制定川崎エコタウン構想の策定

川崎市環境調和型
まちづくり基本構想
（川崎エコタウン構想）

川崎市環境調和型
まちづくり基本構想
（川崎エコタウン構想）

川崎市环境协调型
城市建设基本构思

（川崎生态城构思）

企業自身がエコ化を推進する

●先進的リサイクル施設の整備
●工場排水・廃棄物のゼロエミッション化

企业自己推进环保化

●先进的再利用设施设备
●零排放化工厂排水与废弃物

企業間の連携で地区のエコ化を推進する

●川崎ゼロ・エミッション工業団地の整備
●クリーンエネルギー自動車の導入
●地区における共同リサイクル

通过企业间协作推进地区环保化

●川崎零排放工业园区的整备
●引进清洁能源汽车
●地区性共同再利用

環境を軸として持続的に発展する
地区の実現に向けた研究を行う

●エネルギーの有効利用の研究
●地区の資材のリサイクルとその事業化に向けた研究
●研究開発産業の振興

以环境为轴，为实现地区的持续发展进行研究

●研究有效利用能源
●再利用地区材料和研究进行企业化
●振兴研究开发产业

企業・地区の成果を情報化し、
社会・途上国に貢献していく

●エコタウン会館の整備
●情報発信事業
●エコ学習事業

发布企业与地区成果信息到社会和发展中国家做出贡献

●整备生态城会馆
●信息发布事业
●环保学习事业
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川崎エコタウンの特徴

川崎生态城想象图川崎エコタウンイメージ図

企业自己环保化 企业间协作环保化地区企業自身のエコ化　企業間連携による地区のエコ化

川崎生态城的特征
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川崎市におけるエコタウン事業である「環境調和型まちづくり構想事
業」の対象となる川崎市臨海部とは、JR東海道線以南のほぼ川崎区全
域をさし、東海道線から産業道路までの「既成市街地」、産業道路から
内奥運河までの「臨海第一層」、浮島町・千鳥町・水江町・扇町などの
「臨海第二層」、東扇島、扇島・浮島町先の埋立地からなる「臨海部第
三層」の4つに分けられています。本構想では「第一層から第三層」ま
でを主要な計画対象エリアとしています。

川崎エコタウン
対象エリア

第一層

第二層

第三層

为了实现环境与产业协调的城市建设，1997 年，川崎市以川崎临海地区总体（约2,800 公顷）为对象，制定了“川崎生态城规划”，作为日本首个生态城地区获得了

政府（当时的通产省）的批准。

生态城项目指在政府（经济产业省、环境省）的支援下，地方政府展开的产业与环境协调发展的城市（生态城）建设项目。

川崎市生态城项目之一的“环境协调型城市建设构想工程”，作为工程对象的

川崎市临海地区是指JR东海道线以南的整个川崎区，共分成4个区域，分别

是：从东海道线到产业道路为止的“既存旧市区”；从产业道路到内奥运河为

止的“临海第一层”；由浮岛町、千鸟町、水江町、扇町等组成的“临海第二层”；

由东扇岛、扇岛、浮岛町前面的填拓地构成的“临海第三层”。本构想主要以

“第一层到第三层”的区域为计划对象。

川崎生态城对象区域

第一层

第二层

第三层

什么是川崎生态城

地方自治体有効活用各区域的特征制作计划生态城，「生态城计划」制度受到政府认可。

政府实施各种补助为求实现这计划。

到2009年2月为止，日本政府认可国内26地区的生态城计划。此外，这些地区活用政府补

助制度从而整备了62家再利用设施。

方案制度(1997年度～)

什么是生态城事业

经济产业省 环境省

地方自治体制定的生态城计划
生态城设施整备费补助金

（2005年度废止）
营运费，人力资源费等

事业补助金
（2004年度废止）

自治体的补助

共同承认

实施自治体事业

本地企业

整备先导的再利用设施
普及启蒙·信息提供等

市民

设施整备事业 营运费，人力资源费等事业

事业的实施与出资 事业参与计划

整备研究开发据点等

制度开始年度

地区数目

补助对象设施数目

北海道 北海道

岡山県 冈山县

愛媛県 爱媛县

水俣市 水俣市

山口県 山口县

北九州市 北九州市

大牟田市 大牟田市

四日市市 四日市市

鈴鹿市 铃鹿市

愛知県 爱知县

東京都 东京都

栗原市 栗原市

秋田県 秋田县

札幌市 札幌市

青森県 青森县

富山市 富山市

飯田市 饭田市

岐阜県 岐阜县

兵庫県 兵库县

釜石市 釜石市

千葉市、千葉県
千叶市，千叶县

川崎市（神奈川県）
川崎市 (神奈川县)

直島町 直岛町

大阪府 大阪府

高知市 高知市

広島県 广岛县

全国生态城计划认可地区（2007年10月为止）

「川崎生态城」是由川崎临海地区的企业为主体而构成；以可持续社会为城市目标，调和环境和产业活动，尽可能削减地区环境负荷。

川崎生态城的对象区域是指川崎市临海地区产业道路以南区域。

川崎生态城的特点是有效利用「临海地区产业高度集中和积累的环保技术」的优势，使排放资源和市内产生的废弃物在城区企业间互相循环，并加以有效利用。

「川崎エコタウン」とは、川崎臨海地区を構成する企業が主体となって、地域への環境負荷をできるだけ削減
し、環境と産業活動が調和した持続可能な社会をめざすまちのことです。
川崎エコタウンの対象地域は、川崎市臨海部の産業道路から南の地域を対象としています。この川崎エコタウ
ンの特徴として、「臨海部における高い企業集積と環境技術の蓄積」を活かし、排出資源及び市内で発生する
廃棄物を立地する企業間で循環し有効に活用することを挙げることができます。

川崎市は、1997年に川崎臨海部全体（約2,800ヘクタール）を対象に、環境と産業の調和したまちづくり
を目指す「環境調和型まちづくり構想」を策定し、政府（当時 通産省）から国内第1号のエコタウン地域の
認定を受けました。
エコタウン事業とは、地方自治体での産業と環境の調和した地域（エコタウン）づくりを政府（経済産業省・
環境省）の支援を受けて推進する事業です。

川崎エコタウン事業とは

地方自治体が各地域の特徴を活かしてエコタウンのプランを
作成し、政府から「エコタウンプラン」として承認を受ける制度
です。このプラン実現のため、政府から各種補助が実施されま
した。

2009年2月現在、日本国内で26地域のエコタウンプランが政
府から承認を受けています。また、この地域において、62のリサ
イクル施設が政府の補助制度を活用して整備されました。



川崎エコタウン構想の推進

川崎エコタウンには、エコタウン構想に基づいて整備したリサイクル施設をはじめ、リサイクル
セメント製造施設や非鉄金属製造のリサイクル施設も立地しており、周辺施設と連携して資源の
循環･有効利用を図っています。

川崎生态城基于生态城钩思，以整备再利用设施为首，与周边设施协作，图谋循环资源和有效利用，布局再利用水泥制造设

施和再利用非鉄金属制造设施。

推进川崎生态城构思
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废塑料 氨原料化设施

使用済みプラスチック
アンモニア原料化施設

昭和電工（株）
使用済プラスチックからアンモニア
製造用合成ガスを製造
由废塑料制造为制造氨的合成煤气

 PET to PET再利用设施
ペットtoペットリサイクル施設

使用済ペットボトルを化学的に
分解し、バージン原料と同品質の
ペット樹脂を製造
科学分解废塑料瓶，制造与材料原料
相同品质的塑树脂

废家电再利用设施

使用済み家電
リサイクル施設

家電（テレビ、冷蔵庫、エアコン、
洗濯機等）を再資源化
再资源化家电
（电视，冰箱，空调，洗衣机等）

废塑料瓶处理量∶23,000t/年

PET Refine Technology Co., Ltd.

廃ペットボトル処理量：23,000t/年

废家电产品处理量∶40～50万台／年

JFE城市回收利用株式会社

使用済家電製品処理量：40～50万台/年

JFEアーバンリサイクル（株）

废塑料处理量∶50,588t／年

昭和电工株式会社

廃プラスチック処理量：50,588t/年

川崎零排放工业园区
川崎ゼロ・エミッション工業団地

川崎エコタウンの先導的モデル
施設として整備された工業団地
作为川崎生态城的先导模型设
施从而整备的工业园区。

再利用难再利用废纸
難再生古紙リサイクル

難再生古紙を100％原料にトイレットペーパーを生産する
世界初のゼロ・エミッション製紙工場
全球首个零排放造纸工厂，100%再利用
难再利用废纸为原料生产卫生纸 

废塑料高炉还原剂化设施  混凝土型框板制造设施

廃プラスチック高炉還元剤化施設
コンクリート型枠用ボード製造施設

使用済プラスチックを原料にコンクリート
打設要型枠のボードを製造

JFEプラリソース（株）

以废塑料为原料制造灌注混凝土型框板

废纸处理量∶70,000t／年

三荣Regulator株式会社

古紙処理量：70,000t/年

三栄レギュレーター（株）

废塑料处理量∶42,700t／年

JFE塑料再资源株式会社

廃プラスチック処理量：42,700t/年

废塑料处理量∶8,600t／年
廃プラスチック処理量：8,600t/年

ペットリファインテクノロジー（株）

生态城事业的过程事業等の経過

1997年7月 被通商产业省(现在的经济产业省)认定为生态城地区。

平成9年7月
通商産業省（現経済産業省）のエコタウン地域承認

1998年3月 制定川崎市环境协调型城市建设基本构思(生态城构思)

平成10年3月
川崎市環境調和型まちづくり基本構想（エコタウン構想）策定

1999年1月 建立生态城构思的样板川崎零排放工业园区协同组合

平成11年1月
エコタウン構想のモデルである川崎ゼロ・エミッション工業団地協同組合設立

2000年4月 川崎零排放工业园区建设工程开工 废塑料高炉原料化设施投入运行

平成12年4月
川崎ゼロ・エミッション工業団地造成工事着手 廃プラスチック高炉還元施設稼動

2001年4月 家电再利用设施投入运行

平成13年4月
家電リサイクル施設稼動

2001年10月 川崎零排放工业园区第一期使用开始(钢铁・不同行业集团）

平成13年10月
川崎ゼロ・エミッション工業団地第一期共用開始（鉄工・異業種グループ）

2002年9月 废塑料制混凝土框板生产设施投入运行

平成14年9月
廃プラスチックコンクリート型枠用パネル製造施設稼動

2002年11月 川崎零排放工业园区第二期使用开始（废纸再生企业集团）

平成14年11月
川崎ゼロ・エミッション工業団地第二期共用開始（古紙再生グループ）

2003年4月 废塑料氨原料化设施投入运行

平成15年4月
廃プラスチックアンモニア原料化施設稼動

2004年4月 PET to PET再循环利用设施投入运行

平成16年4月
ペット to ペットリサイクル施設稼動

2004年11月 举办“川崎零排放论坛”（与联合国大学ZEF共同举办）

平成16年11月
ゼロエミッションフォーラムinかわさき開催（国連大学ZEFと共催）

2010年2月 全国生态城大会在川崎举行

平成22年2月
全国エコタウン大会　川崎にて開催

P4 P5
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川崎ゼロ・エミッション工業団地
川崎零排放工业园区

川崎エコタウンの情報発信
传播川崎生态城的信息

川崎生态城接受来自海内外企业和团体等的视察。每年有许多来自

国内外的视察人员访问川崎，其中来自海外各国的政府、政府机关、

高等院校和企业的视察人数达1000人左右。虽然海外视察人员主要

是来自于中国、韩国、越南等亚洲国家，但遍及世界。

接受视察的基地设施是生态城会馆。在会馆中视察人员可以接受有关川崎生态城构想和川崎零排放工业园区的说明。此外，还可以使用会议室和研

修室。详细情况请向川崎市经济劳动局国际经济推进室问询。（联系地址请看封底页）

通过把川崎迄今采取的环境措施和国内外企业拥有的出色环境技术从川崎

广泛地传向世界、为拥有号称世界一流环境技术·产品的企业和国内外企业

提供商务配对洽谈平台，推动环境领域的产业交流和技术转移，实现为国际

社会做贡献的目的。川崎国际环境技术展自2009年起每年举办。

在2014年2月举行的「川崎国际环境技术展2014」中，有157家企业和团体参

展，展位达237个，许多来自国内外的参观者纷纷到场。

接受视察

川崎零排放工业园区基于川崎生态城构思，作为先导模型设施从而整备的工业园区。（2002年全面营运）

在这团地，除了尽可能抑制各企业从事事业活动时产生的废弃物之外，同时通过企业间的协作，图谋再资源化废弃物和循环利用能源，专心致力使

环境负荷减到最少。

川崎零排放工业园区的主要工作

川崎零排放工业园区全景

・用地面积∶77464㎡　・迁入企业∶16家公司

・ 工业园区全体取得ISO14001共同认证

・ 为了削减环境负荷的产生，设定比排放标准更高为目标

・ 邻近企业共同受电剩余电力

・ 有效利用下水道高度处理水代替工业水

・ 活用焚化炉邻近工厂的水泥为原料

个别企业采取的主要措施

冷冻·冷藏·仓库业

作为仓库除了分散配置热效率高的直膨胀式

小型冷冻机、排设最短距离的管道之外还引

进洒水装置和除害装置等，以确保高安全

性。配备被川崎市的“CASBEE”(建筑物环境

性能评估制度)认定的仓库。

硬质铬电镀业

建立循环型闭合系统，一滴废液也不流出厂

外。使用后的液体大约每4年左右更换一次，

实施再生利用。对于铬酸使用量，实现了通

常的约一半以下。

难再生废纸回收利用业

实现了通常较为困难的废纸回收利用。另外， 

在回收利用过程中，还开展了水的循环利用、

水力发电、残渣的热回收等项目。

倉庫として熱効率の高い直膨式小型冷凍機を
分散配置、配管距離を最短にしているほか、
散水装置除害装置を導入するなど高い安全性
を確保。川崎市の「施設評価CASBEE」の
認定を受けている増設庫も配備。

冷凍・冷蔵・倉庫業

川崎国际环境技术展2014

视察的情景

川崎エコタウンは、国内・海外から視察を受け入れています。毎年国内外から、多くの視察者が
訪れます。海外からは各国の政府、公的機関、大学、企業から毎年1,000人前後の視察者が訪れ
ています。海外視察者は中国、韓国、ベトナムなどアジアを中心としながらも、世界中に及んで
います。

視察の受け入れ拠点施設として、エコタウン会館があります。会館では、川崎エコタウン構想や
川崎ゼロエミッション工業団地に関する説明を受けられます。また、会議室や研修室としての利
用も可能です。詳しくは川崎市経済労働局国際経済推進室までお問い合わせください。（連絡先
は裏表紙参照）

これまでの川崎の環境への取組や国内外の企業の
有する優れた環境技術を川崎から広く国内外へ発
信し、世界に誇れる環境技術・製品等を有する企
業と国内外の企業とのビジネスマッチングの場を
提供することで、環境分野での産業交流、技術移
転による国際貢献の推進を目的として2009年よ
り毎年、開催しております。
2014年の2月に開催された「川崎国際環境技術展
2014」では157団体、237ブースの出展が
あり、国内外から多くの来場者がございました。

川崎国际环境技术展川崎国際環境技術展

視察の様子

川崎零排放工业园区 生态城会馆

川崎ゼロ・エミッション工業団地 エコタウン会館

川崎国際環境技術展2014
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